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民法 
１ 過去５年の出題テーマ 

2026
年度 

・債務不履行（契約不適合責任）に基づく損害賠償請求及び解除 

2025
年度 

・物上保証人の被担保債権の消滅時効援用と債務者の承認による時効の
更新 

・承認による時効更新の相対効、物上保証人が時効の援用権者に含まれ
るか 

2024
年度 

・債権に関する譲渡制限の意思表示がなされた場合における当事者の法
律関係 

2023
年度 

・代理人の忠実義務と代理権濫用、本人・代理人間の利益相反行為 

2022
年度 

・契約上の地位の移転における相手方の承諾 

 
２ 出題形式及び傾向 

出題形式 

・公法系・民事系・刑事系の３系統から各１題が出題され、民事系（民法・商法・
民事訴訟法）は合計 70 分で解答する構成となっている（系統単位の試験であ
り、科目ごとに解答時間が区切られているわけではない） 

・比較的短い事実関係を提示したうえで、事実関係を追加しながら I・II・III のよ
うに事実関係が進行していき、それぞれのブロックの区切りで設問が登場する形
が基本となるが、2026 年度は長めの事例が提示され、「以上の事実関係を前提
に、以下の各小問に解答せよ。」という形で、形式の変更が見られる 

・ほとんどの場合、民法が最初の設問として設定されている 
・問題文の分量は、予備試験と比較すると短いものが多いが、2026 年度は形式の
変更もあり長文化している 

・商法、民事訴訟法と比較すると設問に指示が入ることが多い（2024・2025・
2026 年度等） 

 
出題傾向 

・総則・物権・債権総論の各分野から満遍なく出題されており、特定の分野に大き
く偏ることはない一方、契約各論や親族・相続からの出題は少ない 

・いわゆる民法のメイン論点というよりは、少しマイナーともとれる分野からの出
題が多い 


